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教育課程を構想するために必要なこと

谷　和樹

プロ教師には次の２つの条件が必要である。

１　教育課程を編成する力量

２　優れた授業をする力量

２の「優れた授業」だけでも気が遠くなるほど難しい。

しかし、１の「教育課程を編成」するのはもっと難しい。控えめに言っても 10年

程度の経験ではまず無理だろう。

教育課程の編成については、これまでにも向山氏は度々語ってきた。その多くは『大

塚の教育　昭和 60年度　教育課程等』という冊子（本巻あとがきで紹介）をもとに

してセミナー等で語ったものだ。そこで語られたことのいくつかは、本巻の解説で

も紹介した。

この『大塚の教育』はいわば高度に完成された「教育課程」の最高傑作である。

お手本として学ぶには絶好のモデルだ。

では、どうやってそれをゼロから創り出していくのか。

この稿を執筆している今、2021 年は「新型コロナ禍」の真っ只
ただ

中だ。今後も、こ

うした災害や感染症等はやってくるだろう。そして、それに伴う形で社会全体の大

きな変化がやってくる。いや、既に始まっている。その中で、今の時代に合った「教

育課程」を私たちは構築していかなければならない。

「学校」としてぶれてはならない「不易」の部分と、最新の知見に対応していく「流

行」の両方が大切だ。

向山氏のこの資料は、すべて向山氏が直接関わったものであり、多くは向山氏自

身が直接その手で紙に書きつけた一次資料である。加筆修正等は一切していない。

向山洋一という巨大な実践家が教育課程について思考してきた筋道が生のままで

公開されている。一文字一文字の珠玉の情報から学び、今の学校に取り入れていた

だきたい。

１. 実録「学校の教育課程」を

どのように設計していくのか

1980.1.26 メモ
調布大塚町の見取図

解　　説 新・向山洋一実物資料集（第1巻）サンプル版・教育技術研究所
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（１）昭和 55年度教育課程編成の特徴メモ　1980.1.26　向山（36歳）
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解説コラム 1

教務主任としての仕事の始め方
〜大きな枠組みでとらえる〜

谷　和樹

教育課程を編成する主体は各学校である。

学習指導要領の総則にそう書いてある。校長でもなければ教育委員会でもない。

学校にいる「すべての教職員」が教育課程の編成に関わるのである。

すべての教職員が勝手に意見を言っていたらまとまらない。

それらの意見をまとめ、学校の教育課程を実質的に構築していかなければならな

い。

その中心が、教務主任である。

８〜９ページは、1980 年に 36 歳の向山氏が書いたものだ。教務主任になる数年

前から、氏が「教育課程編成」について本格的に意識していたことがわかる。

中でも次のことが特筆される。

①「指導要領の質的変化」という「日本全体」の大きな教育の流れをとらえて

いるということ。

②「調布大塚小の見取図」として、「学校全体」の枠組みをとらえているという

こと。

③その見取図の中で、「教育目標の検討」から「研究テーマ」そして「予算の方

向」まで、子どもの力を伸ばすという学校本来の在り方を根底から設計しよ

うとしていること。

教務主任の方も、そうでない先生も、向山氏のこうした枠組みから多くのことが

学べるだろう。

（２）大塚の「教育目標」設定の経過報告
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（２）大塚の「教育目標」設定の経過報告
新・向山洋一実物資料集（第1巻）サンプル版・教育技術研究所
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（２）大塚の「教育目標」設定の経過報告
新・向山洋一実物資料集（第1巻）サンプル版・教育技術研究所
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（２）大塚の「教育目標」設定の経過報告
新・向山洋一実物資料集（第1巻）サンプル版・教育技術研究所
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（２）大塚の「教育目標」設定の経過報告
新・向山洋一実物資料集（第1巻）サンプル版・教育技術研究所
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解説コラム 2

「学校の教育目標※」 をどのようにつくるのか
谷　和樹

学校教育目標

この「学校教育目標」という概念はない。

あるのは次の２つである。

① 学校教育の目標

② 学校の教育目標

120 ページでも関連して解説した。ここではこの２つがあるという確認に留める。

各学校がつくるのは、もちろん②だ。

この 11 〜 19 ページに示されているのは、向山氏の文章というよりは、教育目標

の設定にあたって向山氏が通覧したであろう資料群と思われる。

非常に重要な内容が含まれている。

第一に、目標には評価の基準となり得るような具体性がなければならないという

記述である（文科省の指導書における記述（12 ページ））。今でも「心豊かな〜」といっ

た評価不可能な目標が多い。しかし、当時から、文科省の資料にはこうした記述があっ

たわけだ。

また、14 ページの資料も参考になる。

当時、国立教育研究所にいた板倉聖宣氏（「仮説実験授業」の提唱者）からの引用

として次のことが書かれている。

① 方向目標（〜への意欲をほりおこす）

② 到達目標（〜ができる）

目標とは思いつきで設定するものではない。こうした基本的な要件の確認が前提

である。
※向山氏によると、学校教育目標はない。あるのは、学校の教育目標と学校教育の目標である。この２つ

の違いを分かりやすく説明できなければ、教務・研究・生活指導などの主任をすべきではないという。
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